
 

 
2018年 11月 16日 

＜2018年度全国生協組合員意識調査＞ 

節約したい第1位は「通信費」、お金をかけたい第1位は「貯蓄など将来への備え」に 

～昨年から購入姿勢が消極的になった人の理由は「収入が増えない（減った）から」が第 1位に～ 

 

日本生活協同組合連合会（略称：日本生協連、代表理事会長：本田英一）は、このたび「2018 年度全国

生協組合員意識調査」の報告書概要版を取りまとめましたので、ご報告いたします。 

９回目となる当調査は、くらしや購買に関する意識・行動などの生活者の実情について明らかにすることを目指し、

1994年から３年おきに実施しております。 

今回は、日本生協連加盟の地域購買生協のうち、組合員数上位 30位までの生協を対象に、生協組合員からの

回答データを集約し、分析しています。さらに、普段の食生活等に関する組合員・一般消費者の比較調査や、一般

消費者を対象にした意識調査も行いました。（有効回答数：組合員 N=3,653、一般消費者 N=1,800） 

概要版の調査内容は、弊会コーポレートサイトをご覧ください。 
https://jccu.coop/info/newsrelease/2018/20181116_01.html 
詳細版は書籍として 2018年 12月末頃に発行予定です。 

 

～「2018年度全国生協組合員意識調査」の主なトピック～ 

【組合員調査】 

■今後節約したいのは「通信費」、お金をかけたいのは「貯蓄など将来への備え」がそれぞれ第1位にランクイン 

組合員に対し、節約したいこと、お金をかけたいことを聞いたところ、「節約したいもの」「やや節約したいもの」の第1位

は「通信費」（51.9％）となり、第2位の「葬儀」（36.3％）から15pt以上差をつける結果となりました。一方、「お

金をかけたい」「ややお金をかけたい」ことでは、「貯蓄など将来への備え」（50.3％）が第 1位になりました。 

■購入姿勢が消極的になった人は 22.8％。理由は「収入が増えない（減った）から」（53.6％）が第1位に 

昨年の今頃と比べて、商品・サービスの購入に積極的になったかどうかを聞いたところ、「どちらかといえば積極的になっ

たと思う」が8.1％、「ほとんど変化はないと思う」が56.1％、「どちらかといえば消極的になったと思う」が22.8％という結

果になりました。消極的になった理由では、消費増税後の 2015年の調査で「物価が上がったから」が最も多かったのに

対し、今回は「収入が増えない（減った）から」の 53.6％が最も多い結果となりました。 

【組合員および一般消費者への意識調査】 

■組合員・一般消費者とも、普段の食生活で「栄養バランス」に高い関心 

組合員と一般消費者に対し、「カロリーの適切さ」「糖質の適切さ」「脂質の適切さ」「塩分の摂取量」「栄養バランス」

「カルシウムの摂取量」「アレルギー物質」の 7 項目について、普段の食生活で注意できているかを聞いたところ、どちらも

「栄養バランス」についての関心が特に高く、「注意できている」「まあ注意できている」とした人はそれぞれ、組合員

58.4％、一般消費者 49.8％という結果となりました。 

【一般消費者への意識調査】 

■一般消費者が食品購入先に求めることは「安全・安心」「おいしい商品」「誇張や隠し事をしない」が上位に 

一般消費者に対して食品購入先に求めることを質問したところ、上位に「安全・安心」「おいしい商品」「誇張や隠し

事をしない」がランクインしました。世代ごとに差が見られたのは「価格を下げること」で、若い世代の方が強く求める傾向

が見られました。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

日本生協連 広報部 

TEL：03‐5778‐8106 

 

https://jccu.coop/info/newsrelease/2018/20181116_01.html
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＜参考資料＞ 
■調査概要 
「2018年度全国生協組合員意識調査」 
【組合員意識調査】 
調査方法：郵送 
調査対象：日本生協連加盟の地域購買生協のうち、組合員数上位 30位までの生協に加入の組合員 5,945 サ

ンプル 
総回答数：3,653 サンプル 
実施期間：2018年６月～10月 

【一般消費者意識調査】 
調査方法：インターネット 
調査対象：生協の組合員でなく、現在、生協の宅配・店舗を利用していない全国の女性 
総回答数：1,800 サンプル 
実施期間：2018年６月 
 
■調査結果概要 
【組合員調査】 
1．今後節約したいのは「通信費」、お金をかけたいのは「貯蓄など将来への備え」がそれぞれ第 1位にランクイン 
組合員に対し、節約したいこと、お金をかけたいことを聞いたところ、「節約したいもの」「やや節約したいもの」の第1位

から、「通信費」（51.9％）、「葬儀」（36.3％）、「保険・共済」（30.7％）との結果になりました。一方、「お金
をかけたい」「ややお金をかけたい」ことでは、「貯蓄など将来への備え」（50.3％）、「趣味や娯楽、旅行」
（39.1％）、「健康のための活動」（31.8％）が上位 3位にランクインしました。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

Ａ. 普段の食事

B. 健康のための活動

C. 通信費

D. 保険や共済

E. 趣味や娯楽、旅行

F. 子どもや孫の教育

G. 子どもや孫の生活補填

H. 自分へのごほうび

I. 貯金など将来への備え

J. 投資

K. 葬儀

お金をかけたい ややお金をかけたい 今のままでよい やや節約したい

節約したい 該当しない・考えていない 無回答

（単位：％）

（N=3653）

これからの暮らしの中でお金をかけたいもの、節約したいもの 
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2．購入姿勢が消極的になった人は 22.8％。理由は「収入が増えない（減った）から」（53.6％）が第1位に 
昨年の今頃と比べて、商品・サービスの購入に積極的になったかどうかを聞いたところ、「どちらかといえば積極的になっ

たと思う」が8.1％、「ほとんど変化はないと思う」が56.1％、「どちらかといえば消極的になったと思う」が22.8％という結
果になりました。「どちらかといえば消極的になったと思う」は、消費増税後の 2015年調査と比較して 5.8ポイント減少
したものの、2012年よりも多くなっています。 
消極的になった理由では、消費増税後の2015年の調査で「物価が上がったから」が最も多かったのに対し、今回は

「収入が増えない（減った）から」の 53.6％が最も多い結果となりました。 
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0.1

0.1

0.1

0.1

15.6

1.3

54.2

28.7

62.1

35.9

31.0

33.6

15.8

0.4

0.3

0.2

0.1

0.1

0.3

11.7

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

収入が増えない（減った）から

家族が変化したから（出産・就職・退職など）

物価が上がったから

今の生活が不安定だと感じているから

医療費や介護の負担が増えると思うから

税金や社会保険料の負担が増えると思うから

景気が悪くなったと思うから

今の生活が安定していると感じているから

税金や社会保険料の負担が減ると思うから

収入が増えたから

景気が良くなったと思うから

物価が下がったから

医療費や介護の負担が減ると思うから

その他

無回答

2018年（N=834）

2015年（N=1148）

（単位：％）昨年と比べた商品やサービスの購入姿勢が消極的になった理由（経年比較） 

8.1
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10.5

11.9

56.1

53.2
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54.9

22.8

28.6

21.1

27.3

13.0

9.8

8.8

5.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

2018年（N=3653）

2015年（N=4018）

2012年 （N=4080）

2009年 （N=4304）

どちらかといえば積極的になったと思う ほとんど変化はないと思う どちらかといえば消極的になったと思う 無回答

（単位：％）昨年と比べた商品やサービスの購入姿勢の変化（経年比較） 
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【組合員および一般消費者への意識調査】 

3．組合員・一般消費者とも、普段の食生活で「栄養バランス」に高い関心 

組合員と一般消費者に対し、「カロリーの適切さ」「糖質の適切さ」「脂質の適切さ」「塩分の摂取量」「栄養バランス」

「カルシウムの摂取量」「アレルギー物質」の 7 項目について、普段の食生活で注意できているかを聞いたところ、どちらも

「栄養バランス」についての関心が特に高く、「注意できている」「まあ注意できている」とした人はそれぞれ、組合員

58.4％、一般消費者 49.8％という結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般消費者への意識調査】 

4．一般消費者が食品購入先に求めることは「安全・安心」「おいしい商品」「誇張や隠し事をしない」が上位に 

一般消費者に対して食品購入先に求めることを質問したところ、「求める」「少し求める」と回答した割合が多かった

順に「安全・安心」（90.1％）、「おいしい商品」（88.1％）、「誇張や隠し事をしない」（86.1％）がランクインし

ました。 

世代ごとに差が見られたのは「価格を下げること」で、「価格を下げること」に対して「求める」と回答した割合は 20 代

では 51.7％にのぼった一方、50代では 38.2％にとどまるなど、若い世代の方が強く求める傾向となりました。 

 

 

 

普段の食事で注意していること（一般消費者調査との比較） 

カロリーの適切さ

糖質の適切さ

脂質の適切さ

塩分の摂取量

栄養バランス

カルシウムの

摂取量

アレルギー物質

4.8

5.7

5.5

4.9

6.2

5.2

9.8

6.9

7.8

8.1

5.2

4.8

11.7

9.2

37.6

36.7

34.5

32.7

39.2

35.9

39.0

37.8

50.6

41.7

34.7

29.3

27.0

24.1

44.0

37.9

48.3

40.3

43.9

38.3

42.5

38.0

34.7

37.8

47.9

45.1

17.7

17.8

10.3

19.7

8.2

22.1

7.2

20.6

5.7

17.3

12.4

7.6

20.8

38.0

48.9

3.2

3.6

3.6

3.0

4.0

4.6

5.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

組合員調査

一般消費者調査

できている まあできている 注意するがあまりできていない 気にしない 無回答

（単位：％）組合員調査 （N=3653）

一般消費者調査（N=1800）
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51.7

45.7

42.9

38.2

27.7

25.1

34.3

40.4

36.1

43.6

49.0

48.8

10.4

8.6

11.6

11.1

16.1

16.3

2.6

3.9

7.1

6.1

6.9

7.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

2 0 代（N=230）

3 0 代（N=280）

4 0 代（N=352）

5 0 代（N=296）

6 0 代（N=347）

7 0 代（N=295）

求める 少し求める あまり求めない 求めない わからない

（単位：％）

※ 無回答はなかったため表示していない。

食品購入先に求めること～価格を下げること（年齢別） 

食品購入先に求めること 

37.8

65.4

27.0

24.1

38.4

56.6

63.7

24.7

18.2

42.3

24.7

27.6

31.4

43.2

31.5

22.4

35.1

32.3

12.6

4.6

28.6

32.0

11.9

5.9

7.2

28.1

33.8

8.4

5.6

5.6

6.5

5.8

4.6

8.3

6.9

5.1

4.8

5.5

6.6

9.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

① 価格を下げること

② 食品の安全・安心を追求すること

③ 配達が便利なこと

④ 買い物の時間を短くすること

⑤ 買いたい物がすぐに見つかること

⑥ おいしい商品を提供すること

⑦ 誇張や隠し事をしないこと

⑧ 新しい提案（メニューや生活の）をすること

⑨ 地域づくりに貢献すること

求める 少し求める あまり求めない 求めない わからない

（単位：％）

※ 無回答はなかったため表示していない。


